
６ 年 国語科学習活動案 授業者 水口 啓子 

題材名 敬語の使い方 

本時の

ねらい 
（教科） ・「会話」を通して、敬語の中の丁寧語と尊敬語についての理解を深める。 
（表現力）・敬語や丁寧語を使って会話をしようと努力する。 

願
う
子
ど
も
の
姿 

◎ 自分の生活体験から考えた敬語に対する考えを、恥ずかしがらずに発表できる。 
・近くの仲間と自由に話し合うことができる。 
・手を挙げて発表することができる。 
・仲間の意見と自分の意見の違いを意識して聞くことができる。 

 学習活動 意欲を持って話すことができるための手立てと評価 

つ
か
む       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

深
め
る 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め
る 

１、 
 
 
 
・（例）母は外出していて８時まで戻ってきません。 
・（例）戻ってきたらこちらからお電話すればよろしい   

でしょうか。 
 

２、 
 
・どうしよう。 
・丁寧語・・・「～です。」「～ます。」などの言い方 
・尊敬語・・・相手を敬って言う言葉 
 

３、 
 
 
 
・ 

 
 
  ・発表します。発表させてもらいます。 
  ・おっしゃいました。言われました。 
 

 
４、， 
 
 
・言われた人が気持ちがいい。 
・相手を思う気持ちを、言葉で伝えられるから。 
・人間関係を和やかにするため。 
 

５、先生に紹介してもらった市役所の牛丸さんに、古墳につい

ての話を聞きに行きました。挨拶をしましょう。 
 
 
 

 
・楽に発言しやすい雰囲気を作るために 
 隣近所の友だちと会話させてから発表

させる。 
 
・どれがよい言い方なのかは、児童に判

断させる。 
 
・どのような場合に使うのかをイメージ

させ、考えさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
・易しい問題なので、個人で発表させ理

解の程度を把握する。 
 
 
 
 
 
 
・ぞんざいな言い方をされた場合と、 
 ていねいな言い方をされた場合を 
 あげて考えさせる。 
 
 
 
 
 
・班で交流仕合い、発表させる。 

留守番していたら電話がかかってきました。お母さんは
８時まで帰ってきません。さてどうやって伝えますか。

教科書Ｐ４８～４９を読んで、丁寧語と尊敬語とは 
どういうものなのかつかみましょう。 
 

次の言葉の空いているところを埋めましょう。 

『これから調べたことを（           ）』

『廊下は走ってはいけないと先生が（      ）：』

丁寧語や尊敬語はどうして使うのでしょうか。 



研究の重点 
    
 
 
めざす子どもの姿  

低学年 中学年 高学年 

「みんなに分かるよう

に語尾まで話す。」  
「話題にそって話す。」  「 根 拠 を も と に 目 的 や 意

図にそって話す。」  

   

   

   

   

① 学年の段階に

応じた話し方
を身につけさ

せる 
 
 
 

   

   

   

   

   

   

② 根拠を明らか

にして話すこ

とができるよ

うな場の設定

や課題を工夫
する 

 
 
 

（場） （場） （場） 

   

   

   

   

   

③ 思いやりの心

を持って話し

合いができる

集団づくりを

する 
 
 
 

   



 


